
夏休みが終わり、２学期が始まりました。

今年はどんな夏休みになったでしょうか。久

しぶりに家族で行動した方もおられれば、コ

ロナ禍に振り回された方もおられたことと思

います。

小学校では、９月には６年の修学旅行や４

年の林間学習、運動会の練習などがあります。

当日までの準備も含め、子どもたちの思い出

に残るものになるよう取組を進めていきたい

と思います。

また、まだまだ熱中

症に注意が必要な時期

です。もちろん感染予

防対策も重要です。水

分補給や手指消毒な

ど、基本的なことを地

道に行っていきたいと

思います。

８月２０日（土）に曇天で絶好の作業日和

の中、ＰＴＡ奉仕作業を行いました。

３年ぶりと

なるＰＴＡ奉

仕作業でした

が、朝８時頃

に、続々と草

刈り機持参・

作業正装（笑）

して集まるお

父さん方の、なんと頼もしかったことか。奈

良県で３０００人を超えるぐらいのコロナ禍

にも関わらず、全部で３４名の参加がありま

した。希望の坂の両側や運動場など、とても

きれいになりました。

おかげをもちまして、９月から気持ちよく

登校・学習ができます。本当にありがとうご

ざいました。準備などにご尽力いただきまし

たＰＴＡ役員のみなさまも、お疲れ様でした。

アニメ「サザエさん」の穴子さん役で知ら

れる若本規夫さんは、２６歳で声優デビュー

して今年で５０年。そ

の特徴ある声で今も活

躍を続けていますが、

かつて５０歳を目前に

壁にぶつかったことが

ありました。

新規の仕事がなくなり、レギュラーだけに

なってしまったのです。若本さんは、当初は

それを事務所など周囲のせいにしていました。

しかし周囲のせいにしても、状況は何も変わ

りません。そこで、声優として一から鍛錬し

直そうと決めたそうです。

基本的な発声はもちろん、大道芸や浪曲、

声楽の発声も学び、歌のレッスンに励みまし

た。呼吸法も見直しました。そうするうちに、

５０代半ばからナレーションなどの新しい仕

事が入るようになりました。若本さんは、「敵

は外ではなく自分自身の中にあったのです」

と、７６歳の現在も早朝から３時間の鍛錬を

欠かさないといいます（『若本規夫のすべらな

い話』主婦の友インフォス）

ともすると、人は困難に直面すると問題の

原因を外に求めがちになります。ですが、前

述の若本さんのエピソードにもあるように、

周りを変えることより、まず自分を変えてみ

てはどうでしょう。その中で環境も変わって

いくのではないでしょうか。もちろん口で言

うほど簡単ではありませんが、自分を変える

というその挑戦の

先に、思ってもみ

なかった新しい世

界が広がっていく

ように感じます。

自身の置かれた

環境の善し悪しを決めるのは「我らが心の善

悪による」と昔の古文書にもあります。全て

を成長のチャンスと捉える強き一念で、自ら

を鍛え磨く秋にしていきたいと思います。
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